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1．研　　究　　史

　萱科植物の根には常にバクテリアの共生する根癖なるものが有つて、室i氣ri1の遊離窒素を撮取し、

之を化合態のものとなす作用あることは一般周知の事柄であるが、共他の棺物に於ても根瘤を有する

ものが紗からす磯見されて居る。例へばヤvモモ科のヤチヤナギ（Myi’ica　Gale，　L．）シロコヤマモ

モ（Myrica　Gerifera，　L．）　カンパ科のハンノキ　（Alnus　Japonica，　S・Z・；Alnus　i1ユaana，　Willd・3

Alnus　glu七i・・sal　Gαer七n・，）ヒ〃ウスツボ（玄滲）季ゆM・lampyrum，，ナツ聯ヌ｝のCean・もhus
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americaluls，工」・，ドクウツギ科のドクウツギ（Coriaria　Jft｝）onica，　A・（rxray，）モクマワウ利のトキ

ノ・ギヨリウ（Casuarilla　equise七ifolia，　Fors七・，）オ公狸倖斗の一vキ（Podocar1）us　chinensis，　X罵ア　a11・；）イ

ヌマキ（］～eclocE　1’pug，　maeroPhylla，　J）oll・，）グミ科のナツグミ（Elaeagllus　inultiflora，　Thunb・；）

E・A・ユgus七ifolia，　L，；E・argen七ea，　Purs1］．贈；である。

　本題目のグミの根瘤に就ては、1886年1こ始めて］’hiunch6rs七氏のElaeag’nus　allgus七ifoliaを材

料としたる研究ありN後Schr6tov氏は共根瘤檬1を粘菌に騰するPlasmodiOPhoraの一蒙重に見緻し

P・Elaeagni，　Schr6tと命名した。

　1908年にZach氏は同じくIil．An　9’us七ifoliaの根拓亨rl」に菌綜の存在することを鏡槍し、粘菌に非

すして糸系欺繭に鵬すべ琶ものとした。

　1910年にA】1zberger氏は他のグミの木E△rgen七eaにも根fi，lilの生することを認めた。

　1912年Spra七七氏はグミの根瘤中に桿1伏．及び球1［／こ紬菌を認め［・IBacillus　raclicicolaと同様のもの

と訟いた。

　1917年柴田、田原爾氏は各種の根瘤植物に就て研究し、グミの根瘤はハンノーr一のそれと酷似せるも

ので、共微生物は放射菌（Aetiitom．yceヒes）3くは之に近きもので、根瘤の細胞内に繁殖し後吸牧せ

られて寄主のi養分となるものと獲表された。

　岡年獲行のHarshbeyger氏著‘‘Mycology　and　I》lanもPa七holo9ア，，中にはグミの根痢菌をPlas－

modiopho凱eleagni，　SGllr6七・として掲げ、共所鵬につき疑問の瓢ある故再槍を要すべしと附け加

へてゐる。

　以上の如くグミの根瘤菌に關しては墨者によりて所見を異にし未だ確乎たる落潜を見ないやうであ

る。

　筆者は偶々昭和三年（1928）五月二十七日に山ll晦講i氏より長野縣小縣郡剃幣1利宇山nに於て探集され

たグミの偉大なる根瘤を得て興味を感じ、爾i來’還穿校植物肇敏室在勤の今村良細1、茂山孝保、高瀬彗嚢一

の諸氏と共に’實験を試み、塀に共オ細辮菌に關しては從來の諸肇者と見解を異にし粘菌に鵬するTe七y－

amyl　aの一種なりとの考をLaだくに至つた故、噛蝕に報告いた一多”i次第であるo

2．根瘤の形態
　Schr6七er氏はElft．　eE　gnus　allgus七ifoliaの根瘤についてハンノキのそれより遙に小いと記してゐ

るが、予等の槍したナツグミ（ニ1｛P　 工㌧石［ultifloコrε㍉）では根の新古によつて根瘤の大さに著しv・差異があ

り、前記山口村でナツグミの大木から探集されたものは頗る互大で、共最大なるものは略ぼ扁球形を

なし、直径11cm、高さ9cmあり、拳より大きい位である、而して之に恰も果蜜の柄の如く一方に附

着せる根の太さは約1CJnである。第二の大さのもの（第一圓版B）は稲々稀楕Eg形で長径8cm短樫5cm

商さ3．5cm位あり、太さ1Gln許りの根の一側面に蒲生してゐるP

　新しい若い根に附いて居る粒｛瘤は概して小形であつて、昭和六年四月二十八1二1東京興農園から購入

した埼玉縣安行村生産の夏グミの挿木苗三年生のものは10D木全部根瘤を有し（策一圓版A）、挿穗の

下端部及び根の三年、二年ξヒの部分に於て複靴に分岐し塊欺をなせる大小不同の根瘤を見、又最近獲

生せる頚．根の部分にも結節欺をなして多少膨起せる箇所を認める。

　根瘤の磯育欺態は、最初新稚なる根の一部に小罫II1献をなして現れ次第に獲蓮して倒卵形となりb其

長さ3皿1ロ位に及ぶや頂端部は通例二叉、袖々三叉に分岐を始め、新に前同樹1の磯育を繰返す。斯く

して年を重ぬる徳に分岐を増し、根癖築塊i／ま愈々塘大し遽に拳大にも達するもので、それ迄に十数年

乃至数一卜年を経過するものと見られる。（第一圃版B）
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而して若き根瘤の獲育しつつある頂端部は白色を呈すれども、次第に共表面に木栓暦を生じて禍色

を帯び、更に年月を経過すれば外部組織の壊頽によりて甚だ粗織となる。

　　　　　　＿／　．

　3・根瘤の組織と粘菌の所在

根瘤の組織は大体に於いて栓皮、皮暦及び中心柱の三部に分つ事を得るが、其他頂端部の生長黙に

＿～＼ノ《、訴メー　．

二も◎’

　　　　　　　　　　　　　，　　蔭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

は分裂組織が存在する。

（イ）栓皮根瘤の周邊に存しb激暦の細胞より成り。共内面に位する木栓形成暦から分裂して出來た

もので・根の正常の部分に於けるものと殆ど同檬である。而して栓皮の細胞中には一般に粘菌を含ま

なV・が、部分的には木栓形威厨及び其附近の細胞が其の浸入を受けてゐるのを認める。（第二岡版A）

（・）皮暦　此組織は根瘤の大部分を占めて居るもので、粘菌の仕居する所も專ら此部分である。皮暦

細胞中粘菌を含めるものは著しく膨脹して亘大となる性あり、今其例を學ぐれば、

　　　　　　　　　　　粘菌塗含める互大細胞　　　　　　　　　　普　通　皮　層　細　胞
　　　　番　　　　　＿－V、一　　　　　　＿　　　　　　　㌔＿＿＿＿＿＿＿＿へ
　　　　號　　　長　征　　　　　　短　径　　　　長　径　　　　　　短　裡

　　　　1　　　　　　9δ11　　　　　　　　　　　60［」．　　　　　　　34！L　1　　　　　　　　　181J．

　　　　2　　　　　　　　　　106　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72　　　　　　　　　　　　　　　38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25



第三號〕　　　　　　　　　グミの根瘤に就て　　　　　　　　　117

・・

@　　　　　．3　　、・．　　　　115　，　　　’　　1’　　　　　　　　　83　　　　　　　　　　　　　　　　37　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

　　　　　d，　　　　　　ユ61　　　　　　　　　　　　　61　　　　　　　　　　　57　　　　　　　　　　　　　37

　　　　　578　
42

　　　　　6　　　　　　　83　　　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　48　　　　　　　　　　、　　35

　　　　　7　　　　　　　　工10　　　　　　　　　　　　　　　72　　　　　　　　　　　　　43　　　　　　　　　　　　　　　37

　　　　　8　　　　　　　118　　　　　　　　　　　　　　　70　　　　　　　　　　　　　70　　　　　　　　　　　　　　　38

　　　　　9　　　　　　　　　　　1d，7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

　　　　10　　　　　　　102　　　　　　　　　　　　　　　77　　　　　　　　　　、　　30　　　　　　　　　　　　　　　2S

　　　　李均　　　　　112　　　　　　　　　　70　　　　　　　　　46　　　　　　　　　　31

　巨防・長衛・矩径とも二倍以上の繋力§あり・長短裡の相乗積では「i・8・．LO：1426の比とな畷に休積に

就て去へば大・繋を生歩る課である。

　細胞の膨大に伴ひ納胞核も亦膨大するもので、核は初め編猿形をなせる正常の外形を保ちつつ膨脹

すれども、後には一晶端に鏡き突起を生じ或は爾端漸尖して紡錘歌をなし、叉多極的に饗起を生じて所

謂多形核（Mu1七i±’ornl　llucl磁s）層となる。而して亘大なる多形核は拡常核に比較して十鍛倍乃兼数十

倍の容積にも達する。而して興内容も亦著しき墾化あるものの如く、宜大核では實質は周圃にのみ存

し内部ぽ奎き虚となり液休を充す。仁は或程度迄膨大攣形せる核中1こ於ても猫一二個認め得られるがb

極端に膨大せる核中に於てはAthく不明であるo

　兎に角、粘菌の獲育する紬胞内に在て細胞核は之が爲に破壌溝滅せしめらることなく却つて膨大す

るととは、薫科植物の根瘤の傷合と共通の事項で特に注意を朔｝ふにfilt“tする。

（ハ）中心柱（s七ele）根瘤の中心部に位し、新稚なる根辮では一條であるが、生長貼の二叉に分れか

けた根癖では中心槌も其先が二叉に分れる。

　普通の根に比較して根癌は皮層部の肥厚顯薄なるに反L中心桂は独小である〔，而して維管束の磯達

も甚懸劣り太き導管を欠いてゐる。

　粘菌の存在は皮暦部に於ける如く顯博でなV・が、木質部及び靱皮部のi柔細胞中に多少之を認めるこ，

とが出i來るo

（＝）分裂組織（Meristeエn）根瘤の域長黒占D所に存在し、層欣をなし、小形の緻密なる紬胞組織より

成り、原形質に窟む。此分裂組織より内方へは主として皮暦の柔細胞及び中心柱が新域され、外方へ

は恰も保端に於ける根罵の如く木栓粗織がヲ1多成される。

　根瘤に於ける細胞分裂に際し核は次して間接分裂の諸相を現すこと無く、薯者等が嘗て桑の粘菌根

瘤に就て確めたる如ぐ常に直接核分裂を行ふもので、成長鮎に於ける分裂紐織の榎の形態を精益する

時は、先づ園形より楕圓ヲ吻こ移り典の中程に絡れを生じて俵形となり、逮に爾分するととを明に認め

得られる。

　成長職に於て、細胞中に粘菌を含むや否やはM該綿胞が甚だ小形であり且つ原形質を充満せるがた

め，之と酷似せる粘菌体を明に識別すること頗る困難であるが、隣長勲の中心から芳干F吊れる分裂組

織中には確實にアメーバ炊をなせる粘菌が細胞核の附近に存在するのを欄察し得るから、之より推し

て成長黙の細胞中にも粘菌を含むものと考へられる。

（ホ）根癖の古き部分の組織　孟1乙月の維過と共に根癌が次雛に分岐して複雑なる形欣となれる時、共組

織は如何に攣化するか左云ふに、皮暦部以外はji喪頽腐敗し去り、中心柱だけが淺存し寄主の根と蓮絡

を鞭綴するM而して中心椌の周園には別佃の木栓形成層（Phe110ge11⊃カ｛現れて木栓胤を作り内部を

保護するものである。　　　　1

　從て多年月を纒過せる大根癌では、共末禰部の自味を帯びた新しい部分EI］“｝・一二年工｝／内に域長した
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部分にのみ・縦1輸み隙Bの敵分岐せる説の部分：姪く糖1を含ます、嚇三中の糸糟束e，・．・．k・b

て専ら養水の通導を馨むわけである。

亟・根瘤粘菌の性胱

　（a）翁齢倉籾き本

　　予專の供試材料は前記の山口村に於けるナツグミの古木に生じたる大根瘤及び東京興農園がら取寄

せたナツグミの酪木100木の外、上田市中から得た若干のもので、苗木及び根瘤の着生せる根の一一部

　を實験壼の附近に假植し置き必要に悠じて掘取り供用した。

　臨灯纈棚躰としては根り勲徒手麟を製し・・娯｛也の試藥を用ひて槻察しだ。・kを鵬る甥創こ

雌瘤の繍幽礁戯クま澱馳櫨する粘菌の廟多髄認め収光輝ある王轍の胞子を槻察され
るが、精細なる研究は勿論染色永久鏡槍標本によらなくてはならぬ。

　　プレパラー”’　Fの作肪は・先づ榊の碧徽舗喘分を切肱難分岐せる末㈱醐朔分
け・水洗したる衡腱液に投する調定液としては塊如一・酸・k溶灘くは酉轍賑水溶液を用

ひた。パラフィン坦磯及びミクロトーム識蜥は常法の如く行つたが、共質脆弱なるため屡々識断上困

難を醸じた。

　絶はフレミング氏三色染灘くは・・イヂンハイ・氏鐡購へvh・・F・リ濟き法を施す。前灘よ

れぱ粘菌の原形質は燃赤紫色・紫色或は縢馳観し、Ch・・m・土i・・膿赤色とな購だ瀦で

ある。叉後法によれぱ粘菌依のGhroユn漁u及び寄主紬胞z）核が黒紫色を呈し槻察に便である。

（b）所　見

予等の供肌たる材料の範匿1敵於ては・グ・の根瘤網蝋｝・粘勲含み励、決して他の綿μ亡

菌、放射ナ伏菌若くは細菌等を共の起因者として認むるを得なV・。

　併し骸粘菌は頗る多形を呈するもので共の嚢育に從ひ叉部分的1ζ性欣を異にL且つ胞子を造る時期

の前後に於て種・な礎化をなすもので・之を詳細改灘的i醐明せしむることは随分蹴で鋤

將來更に攻究を要すべきものであるが、今予等の競察を基礎として共の概要を蓮べやう。

　Cイ）　粘菌の原形体

グ・畷欄織中に磁する耳繍の原形休には凡右種り分化を認める・とが牒る詑ロち螢鶴

形体・黄褐原形体及噸脇〔形休の三鞭・何れも働二」、附けた糟である。

鮪囎鶴酬轍糊弐翻で流難欝仰寺・して・娯顯・吻融若く醗紋髄財
る・それがため動も軸購縦誤認さ蜴い・核の存在は馳灘よるも不明である。佛二圃版
ACD　・z）

此種の聯休は櫛の分裂鰍箆に於け繍い翻包内燃1夜・・一撒龍して磁し、破暦の組
織中畷く分布して居り・翻包の内部の碗らす諭H胞1繍・も桶三する．（關版c・）艇。系lli

胞膜の楠蔀が雌されて原ヲ1琳岬鞄嚇鞄’・と蔓世る形椛明噺め得るのである議て原形
休酪主の糸鵬耀1酔ひ娘赤碗へ傳ると共｝・・K・’nl｛el氏（・（J18）が・1－・字科拗の囎繍蹴て

認めたる如く此粘菌に細胞侵入性あることを知る。

第二鎖鶴形体は上記の翻餐卿琳から直接靴したものと∫乱陳るが洪解及び顯」、鱗

異から顯鰻下tC於・・て糊に翫捌される・而して常に髄磯養卿淋碕主の細胞齢発にし主と

して根瘤の皮屠部に散在するが、亦稀に中心腔及び木栓形成暦附近にも分布して居る。

木栓形囎附近に磁する新麟害掲原形髄見るに、樋哨灘〔形体納部へ餅馳の牙項糊ノぐを
なして生じ（多r∫：二晦1片反工ICキ）
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期な妖塊の原琳肱す時瞬セ顯中厭小不同の室胞を充すを見る。（第二瞬i版Aキ）

　　皮暦繍紳に於て螂分91勺に麟棚て形休が普通噌獅1酬櫨くは儲1原形触職して移行的
　歌態をなして居るのを認める。

　　而して黄棚形禰小灘　夫をなして牲ゐ網邑内a－SEす・ともあるが謀漱なる不蜘形醐

繊して綱包の内壁朧り部峯購帥程歓な鰹隙磯す脅餉がある。佛二1磁Bキ）

　　鵡原琳の實蹴繊で湘の螢養原琳と鋤螺鳳りて額｝・羅らな鴨のである訊
　其中に縁Z）存在することを識朋することがlll來ない。

　　斯D如く縦1の卿獅鞠｝峨費繊に靴する王封鵬、本勅性質に基くものか誠は舳の
翻姶有物圃する賭としてであるかbStflHであるが原桝の獺現馳して殿鍵ものである。

　　第三の凝岡聯体はイ蝋破廊［鞭購に臥編帥1・輪し曙る黒　か鵬へて、螢養原桝が

船鞘唇麟したもの瑠むぺ9’・・あらう・嬢鄭鎌の1鯛・・1勲らざる・求吻顯粒よりffPj．

戯され・絶ブレパラー・　・ではCh・・m・七i吸ぴ勧礫醐｝襯察するeとが隊る。印崩熾

熟に近づ晩酬原灘では脈｝・督交侃て微・J・なるCh－・・1粒観るが、夏寵んだ醐｝、は

散艇るCh「 ﾓ・の外闘弓の直御一・・…ある・・綱婁が珊る誤鰍鉄張膿く着
色するChr・Mat，i・が若干含まれて居る．佛コ蹴E）　　　　　　　，

其懸織鵬謬讐撫狐謙髪雛鷹・號凝F・1原形休は粘菌が

　　（・）胞　子

　　グミ畷舗齢糊に胞子を鱗する噸鮪し・囎が櫨の磯龍なLI・・e・r常。共の翻帥1こ

携の胞子槻られる・予等の桝・ではヨ仁伍則篠噺伽るもの・卿繍琳が緻の概
鍋る観・五ノに杁腋びプ・月二i・欄糠の分・網観級び麹・鞘順・伽，蠣ξに窺ふ、と

．がHl來た。

胞子は四伽團をなして所謙1分子（T・七・④型をなすものが」E常であり、そ繊各胞敏少し

く酬し境櫓噺燃れ・居るが・大徽於て球形で酪・－8・あり、可なり1恥r・髄る徽を

以磯はれ・胞隙購粒を含ます・・1嚇β膿く瀧するCh一七i・赫侃・ゐる．（躯随ll
版H）

　醗瑚包子の綱卿鞠のもの或はニイ贋鵬ミ三伽綱包よ賊立せるもの観ら）i・L、7、、が、欝

は胞子の母綱包であるか・さなく眼常分裂をなした胞子である調イ蝋の古噺織瞭は四／y、・子型

胞子が瓦解して箪胞球形の胞子となれるを認める。その直樫約4一恥である。

　嵜主の組織中に於て胞子の存在する傷所は、麺例、凝固原形休iこ伴ふもので、共物から直接生藤さ

れること醐示して居る・而して胞子は寄主の細包pP　ec殆ど輪する程多数触るること糖るが、

少くと蝦初はそのi秘麟ふ』c形式される髄が顯鞭ある．（雛剛Dホ）此黒占ぱ他の購の
一種Memb・・n・s・yus　He七・・’…七hera・，・O・七f…dHIE　P・t．等と類似せる所である。

　　5・胞子の鰻芽試験

實験方法根瘤の辮なる部分を探り・之を孚L鉢孚膵飾陣L少許のフkをカIIへ、凹鎌石1な鷺用ひ

て懸滴装置となし、時閻の経過に作ふ獲芽のIIJこ態を鏡槍ずそ。

實轍績七肝四哺乎當π繊搬るに四分子型胞子の外多数ノ）糊馳子観る。而して瀦に

は全磯芽せるもの無きも・後湘こは多少欝管を生じたものあり、UIJち根納に於て騨灘揃

し居ることを知る。欝管は極めて細く胞子の端かSIIiで長“・，s－－5喉で、稀に蘇〒午防に叉に
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分れたのがある。G剛3）

　蜜漉にて二口口20噺日後には、畿芽管伸びて171↓に逮しfeものがあ1）、磯芽胞子数も増してゐる。

　三i三口目48時…間後に1ぱ長く伸びた獲芽管が屈曲したり、分岐し海り、或は扁雫となり多少粘液アメ

ーバ］（犬を呈するも蓮動性を認めない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　四日凹72i呼聞後にρよ史に焚育進み獲芽管が菌糸炊に長iくtfi，ur分岐するものあり、叉粘液アメーバ釈

に獲育しだものは長さ50－6α」幅10v・内外の紡錘形共他不ジ塾邑則形をなL、共實質は無色で透明質が細v・

ソ鰹義♪　1　　恥　少しく褒芽す

イア　　　　　　　　4．　獲芽管の先桶亭となる

脈歌をなして分布し共關隔の所は頴粒質であるo（3圖5）

　五日日以後更に獲育進み、粘液アメーバの大形のものは長さ4α」幅28！」に達し外邊部が邊明質、内部，

が顯粒質で大なる塞胞を含ん費艦る（同岡6、、叉菌綜状の獲育をなしたものは長さ40一鎗↓幅1μ位で

分岐し叉所々に小突起を帯びて居る、仙し節膜の如きは少しも認められない。（同瞬1）

　上記の磯芽試瞼によれば、胞子は夏季常盗で水中に在て容易に蛮芽し、先づ細き綜1りこの獲芽管を仲

ぱL数日以内に共の先が鵬雫となつて粘液アメーバ欺に搬育するがt、亦菌綜條に長く仲ぴて分岐する

ものもある。而して或種の粘菌に兇られる様な活1喪の運動性を有する灘韮子の如きは全く生じない。

　　磯芽とPHとの關係

　水道水に酸i若くはアルカリをカ1へてPHを1乃至10Z）十匠に分Lち試験管を用ひて胞子の畿穿1試験を

なし陀る結果は次表の如くである。

24　暗問後

48　同

72　同

96　同

河二均％

PH．1

21．7

‘ao，O

23．4

2L．7

21．95

　　l　　l
P期P｝’・3　i曲

22．7　　　21，tt：

23、6　　　　25．3

25。3　　23．1｝

22。9　　　23．8

23・62「　　£3・60

　　「

24．2

33．3

32。3

i玉9．0

29．70

PH．5

29．5

3S．5

30．0

31。2

31．55

1・H．61PH7

30．2

36．2

33．3

32護

33．02

27．3

39．7

3生．3

38．4

34．92

PH、IP、1．，

21．8

28．9

36．0

31．4

21，3

22．2

20．O

25．6

29．52　　　22．27

PII．1U

23．5

25．4

28，3

25。o

25．55

備　考　（1）此試強は昭和六年十二月に行つたものである。

　　　　（2）22⊃Cの恒温器・1’tで行ふ。
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　　　　　　　（3）根瘤を擦り澱した際直に調べた獲芽歩合は22．3％であつた。即ち根瘤中に於て既

　　　　　　1　　にこれだけ磯芽して居たものである。

　上爽によれぱ、：Pff．9W，下は何等護芽促進を示さなV・。　PH4からPH8迄は焚芽歩合が可なり多い。

而してPH6、　PH7の所が最大である。又PH9以1二は殆ど効果が無い。即ち本菌の胞子は中性藩くば

微酸性の液中に於て最も能く磯勢することを知るo

　経過時間と獲芽歩合との關係を見るに、24時聞にして大休の差別を生じ48｝寺間を経れば各廠とも既

に最大嚢芽鍛を示し、共7）後は馨しき墾動を見ないのであるこ，

　　｛E生地の土壌のPH

　長野縣小縣郡抑FP甘字山nの夏グミの大木の大なる根瘤を獲生した塩所の土躾の反照は如何である

かに就て昭和六年泥月に槍益したる結果は次の如くである。

　　板塁｝了℃に二よオtば　　　　　　］P正16．08

　　比色法にょれば　　　　PH6。OO

　但し使用水DPH6．806・あるから磯生地の土壌は租々酸性である。

　術此獲生地は毎年薪を高く堆積した傷所で共下ヘグミの根が搬つて居たものである。

　　根瘤のPH

　グミの根瘤を擦りつぶし、之に二倍量の水をカllへて共PHを測る。

　　板野式によれば根瘤のPHは　　　　5，34

　　使用水のPHは　　　　　　　　　　6．56　（但し比色法によればPH6，80）

　帥ち根癖の組織は可なり張い酸性費ある。併しPH3以下が胞子の磯芽を抑制する酸度であるから、

根瘤D細胞液の反感墳胞子の獲芽上別に抑制作用を呈するもので無い。現に根瘤組織中に在り乍ら磯

芽せる胞子の多数を認むる事を得るのである。

　　胞子の嚢芽と各種の溶液

ブイ・ン、葡萄臨バイエリ〃氏液、木知キス、澱、グミの根の煎許1・、マンn・’7庵養…購

を用ひて獲芽ic及ぼす効果を訓査しtcる成績は次表の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　踊聞後「・・m－f・・後・即撒鞠％

（イ）　ブイヨン

（ロ）　葡鞠糖

（ハ）　バイmリンク氏液

（轟）木次ヱキス

（ホ）　藤1　糖

（へ）グミの根の煎汁

（ト）マンニツト培…達幕

「　　　　　　　　　　　　　　　｛

’k3．6％

29．o

28．9

27．1

33。3

20．a

2｛L．6

21・3％

27，8

26．4

26，8

30，1

16．5

2d．O

1S・2％

30．9

31．7

27．6

35，1

1・1　．O

19．t｝

21．〔）3％

29，23

2i，，GO

27，17

32．92

1G．83

22．CU

備　考　（1）此試験は昭禾11六年卜二月に行つたo

　　　　（2）　言試1験に弄目ぴた恒2畳器レよ220Co

　　　　（2）各溶液の庭方は次の通りo

　　　　　　イ）蒸ナ留ノJ〈　　　 1000　　　 ペプトン　　　　ユ0

　　　　　　　　肉・xキス　ユ0　 食劉　　 5

　　　　　　”）葡萄階　　　1　　水道水　　　100
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　　　　　　　　　　　　　　ハ）マン＝ツト　20　　燐酸二姻1　0・2

　　　　　　　　　　　　　　　　フk層道フ罫（　　　　　　　1000

　　　　　　　　　　　　　　＝）木女獅9を1立の水道フ照こて浸lllせるものと

　　　　　　　　　　　　　　　　蕪糖　　10　　燐酸二加里　　3

　　　　　　　　　　　　　　ホ）藤糖　　3　　フ樋水　　100
　　　　　　　　　　　　　　へ）グミの根509を水道水1s’1・1・Cて侵出せるものと

　　　　　　　　　　　　　　　　藤糖　　20　　食舗i、　10
　　　　　　　　　　　　　　の」搬1k9を1立水道フ1くにて浸出せるものと

　　　　　　　　　　　　　　　　マン＝ツト　10　　　燐酸二加里　　　0・5

　　　　　　　　　　　　④イ牌を擦殿した時鰍こ欝せる胞子の歩合は22・1％であつた・

」、表磯芽齢を見る疇｝籍廊職も鶴｛腿の効・・RDるものの女・く・之畝ぐ繭轍・パィー＝

リンク勲、核許ス等で、之に反しブイ・ン・グ・の根の茸鰍マン・」ト歩藤基等で醗く効

果を認められない。

叉瀬PHと鶴との關係蹴・見たる綱様購問礁撒よる磯継合の勒・は鋤卵時聞
離大厭定し其御著し・・攣動観ない．而して鶴髄朔没大泌薦朔合にも2蝋5内酌

、螂囎脈麗弘共微差雄じな・～伽㈱を用搬搬とPH6…7の縄・kを測1したもの

とを比校するに、共効果に於て大渠を認めないのである。

　6．世代の交i番E核の行動

棚描菌の蛉環を・擦ずるlc、脚げ…根へ侵入するものVi胞子から灘し酬i液アミーバで

あらうが、之購走子の如く～膿な礎動肱すもので無・・から・恐らくグ・の根の直ぐ附近に胞「一

が落ちて麟し雨・JVV他他｛動的D旅よつて雛なるイ垂㈱酬蜀した檬鵬舘限つてイ憂入し得るも

のと認められる。
而して一．賄主の細胞に入つて！li　f，Ti　一；一るこどなれば・期・の刺1曳載購寓膣勲圃慾よる養分

の蓄樹によつ・牲の細胞醍髄る分難能施し艦に新糊包を繊し燧剛獣なるイ贈を

作るに至る。
N。。。、，hi。氏ば1・字科植物の根繍噛P…m・di・ph…出・h・・i・・e・W・・’・畳蹴て「練アメ’

バは＿細胞より隣接細胞に移椰することなく一病竈Z）撰大するは最初より侵入を受けたる細胞の分裂

するによるものにして構の数幽」服糀受脈る鮒の撒嗣じ（Hzll眠の記撫よる）」蹴

、、たが、グ，のイ贈の搬にも共f雄・形撒び組織萌様力・ら推して最碑に綱の粘液アメーバ

が侵入して、そこに一個の小根瘤を形成し・次節に複難となつて大根瘤を作るものと思はれる。併し

胞刊、ら，腋ぼかりの料i液ア・一バ賄蟹代で染色休噸から云ふと鞠鵬・佃1姶むHap1°id

の獣働ると認められるから、粘液・・一・は寄主へ綴するエユ前に於て他の骸アメーバと一緕者

ld齢して2。伽粕体を含むDipl・illとなつて居るものと考へざるを得ない課して期・藤

實かどうか細姻鞭あるカ・弛の糧繭・於て一1灘粘液ア・一バが癒合して原形休（Pエasm°’

diu　iii）を作る轡性があるからグミの根瘤粘菌でもノF様想像するのが至営であらう。

而して根癬鵬中にある粘灘駐の綱包う｝裂雌ひ購紛裂し嫌！II胞へ鰍り期部に方奪磯

育するは勿論、自働的に・辞主の細包膜轍つて他酬【1胞へ鰍し或は細胞隔へ興し得る能力ある

ことは，K。，，ke1氏が1’！asm・di・Ph・・a　Brasfsi・…に於て言働たと同様である・課1菌が椥榊に

於ける塘職長騨に鞍ド1勺鮪によるもので・イ贈組華艸に在つて鋤の＊腋アメーバが旅癒合し
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て原形体を成すものとは考へられない。從てProw乱zek氏（1．go5）が？1asmoclio1．）hora］3rtLssicaeに

就て、叉Osbor1｝氏（1911）がSI）oDgosPora　sub七enraneaに就て読いた様な根瘤内に於ける粘菌の

棲が二個宛癒合すると無ふ現象はグミの根瘤粘菌では肯定嵩冴ぐないことである。

　予等が染色プレパラートをもつて槻察したところによれば、根瘤の分裂組織及び共附近の若v・細胞

中に存裡する粘液アメーバには何等明なる繧の存在を認められない。叉組織中に蔓延する螢養原形休

並びに黄褐原形休にも央張り固有の着色をなすところの放形核を槻察し得ない。併し全然核質の存在

しないものでは無く恐らく鏡瞼し難v・物質として原形体内に分布し。例へば原生動物に厨する鞭毛虫

の一種’Vetvami七usの螢養期に於て見らるる如く所謂散在椴（Dis七ribu七ed　nucleus）の1医態をなし

て居り、螢養休が域熟して分裂を起さんとする時に至り、Chroma七in　grauuleとして現はれ之が築

合して域形核を生ナると同様の現象であらう。

　實際グミの根瘤の粘菌では成熱期に近づいだ凝固原形体中には無数の威形核が五に接近して生じ恰

も蛙の卵塊の如き凱を呈する。而して各核内には濃く着色する染色体を朋瞭に見られる。（第二圃版

E）

　倫斯の如き成形核の外h原形体中に散在する穎多の微小なる染色質粒を見るが、典れは恐らくCh－

romidia或はChromicliosomesと名つくべきもので、此ものは胞子の既に形域された後の淺留原形

休申にも筋より稠々大なる粒子として散在する。（圓版F）

　次に、凝固原形休中の域形核を個々黙槍するに、一般間接分裂tC　KIj　k似たる諸相を窺ふtとがμ1來

る。帥ちsynapsis，　clia1｛i1］esis等の諸期と見倣すべき歌態があり、又染色体の数は12個のものと6

個のものとがある。之にょり原形休中には元々12個の染色体を含める核が存在し、それの減数分裂に

よつて6個の染色体を含める核が禺來たと解繹される。

　次に6個の染色休を含めるものは共の周圏に少許の原形質を続らし子胞母細胞（spore　mothev

Ge11）となり、萸に分裂を里ねて結周四分子（Tetracl）をヲ1多成するのであるが、此傷合核の有様を見

るに、胞子母細胞では最早六佃の染色休無く、「卜映部に一個の比較的大なる染色休を含むのみである。

（第二岡版H）

　其後M該i染色体は長く伸びて桿欣となり、或はy宇形、十字形を呈し、それが噺裂して四分子の各

胞に一個宛入る。

21Jち胞子母細胞から四分子の出來る際は直接核分裂によるものである。但し共方法は高等植物の直接

核分裂とは趣を異にし、染色休の分裂が主で、IE常形の核の分裂では無い。

　兎に角・胞子母細胞は最初6個の染色休を含みHaploiclに燭するものであるから、それから直接

分裂によつて生じた四分子はHaploidなること當然である。

　而して胞子の護芽によつて盤する粘液アメーバも亦Haploidであるから前に述べた通り之れがグ

ミの根へ侵入する迄に他の粘液アバーメと癒合しで工）iploidとなるべきものと思はれる。

　他の粘菌類に就てVonli氏は游走子、粘液アメーバ及び原形休を有性（x）世代とし、イ嚢体（Spo－

mugiu葺の及び胞子を無性（2x）世代と見倣したが、　Jahn氏はPbysarum　diclermoides　tc就て眞の

核の接合は子嚢休の生歩る初期に起ることなく粘液アメーバが合して原形休を作る時にあるを以て原

形休は既に倍数（2x）の染色休を有するものにて無性世代に鵬すべきことを報じて居る。

　予等のグミの粘菌の場合は後訟の如く原形休は12個（2x）の染色休を含めるもので無性世代に麟し、

それより聞接分裂によつて生する胞子母細胞は牟数の染色休6個（x）を含み既に有’1生世代に入つたも

のである。
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7．分類上の所驕と命名

　グミの根瘤中に存在する微生物が粘菌に騰するものなることは、既遮の形態的標徴に照して確實で

ある。

Schri’　ter氏始め多くの羅者の分麹慧によれば粘菌（墾形菌・Myx・mycetes）を次の三族となす。

　（1）AGrasieae　子嚢を形成せす、胞子は裸出して生じ、その磯芽によリアメーバが出で多数集合

　　　　　　し緩き原形休をつくる。一般に死物寄生をなす。

　（2）Phy七〇myxinae他の粘菌と異り活物寄生をなし、寄主の細胞内に原ヲ1弓休を蔓延し胞子をつく

　　　　　　る。

（3）晦・・9・・teres死物寮生にて・子嚢国こ胞子を生す講1して胞子より縦刊1で後アPt　一・k一

　　　　　　に礎じ多数癒合して原形体となる。

　此分類によればグミの根癌粘菌はPhy七〇myxinaeに入ること勿論である。

　Phy七〇myxinaeにはPlasmocliophora，　P1〕yもomyxa，　Te七ramyxa，　Sorosphaera∫Soyodi8Gus・

Sp・・9・・P・ra，　M・ml・ran・S・rU・，・Lig’・i…等の諸鋤智あり・最後のもa）を除けば凡て根瘤を形戎

する性質がある。

　両してPlasmodiophoraは胞子ifllく、寄主の紬胞中にバラノミラに生じ、組織の腐敗に件ひ土中へ

出る。Phytomyxaは胞子が桿歌或は角ばれる不規；！L形をなす。　Te七ramyxaは胞子が四分子形をな

す。Sorosphaevaは胞子が多i敷躯まつて中室の球1床をなすもQ。　SorQd工8Gusはそれに似て楕圓形の

集團をなすものi　pox｝gosporaは胞子の集團が海紬欺をなすものMembvanosorUsは寄主の紬胞の

内壁に恰ふて胞子の配列するもの、叉Ligi］ieraは一定の胞子藥塊をつくるものである。

　之等諸騰中グミの根瘤粘菌に該當するものはPlaSmodiophoraかTet・ramysaであるが、胞子の

四分子型をなす鮎から後者に鵬せしめるが蛋當であらう。

「1’ebrarnyxa　eCつきてはG・ebel（エ884）M・i・’e及びTis・n（1911）等の複表あり。Bu　pPi　tx　r・s七・1－

1tLtaと云ふ水草の黎葉及花梗に最初白色後褐色を呈するo　．　5－1n　ln大の症瘤を生じ、その組織中に無

数の無色3F滑なるllq分子型胞子を簾する。甚だ稀有の種類で軍にT・1コarasitiea（｝oebelなる一種し

か知られて居らぬ。絢胞子の獲男にによつて海走子を生ずるかアメーバを出すかは未だ獅置察されて居

らぬが、若し欝r走子を生するものとすれば、グミの粘菌は必すしも典と同圏のものであると認め難い

けれども、他に該當する鵬が無v・から暫く同蜀と見倣して差支なv・ことを信する。依てグミの根瘤粘

菌を「lle七vamyxa堀σ）一新種として次の如く命名する。　　　　　　　　　　　　、

T・七ya撒yxa　Elaeag・i，　y，Y・・d。・sP．u・v・因みrc　Sch・6Le職が他極のグミEla・ag・us　augusti

foliaの根瘤粘菌につきてPlasmo（liophora　Elaeag1上iと命名されたものと上記のもの・とは或は全

く岡鵬同種ならんかとも思惟されるが的ll直iなる論左なきため擬聞とする。

8．根瘤の顯微鏡化學的楡査

根癌の組織は粘菌を宿すが爲IC　v他の活物寄生の如く養分の鴻失歓乏を見ることなく。却つて多量

の養分を蓄積するもので、此鮎は萱利植物の根癌と同様である。今纈微鏡化學的に槍したる二三の養

分の存否及び組織中に於ける分布歌態を示さう。

　（a）澱　粉

根癖の徒手切片を製し沃’度沃度加里を注いで鏡槍する。

　澱粉は黒紫色の圓い大小の頼粒として皮暦の組織中に多量に存す）他の木栓贋、維管束及び生長黙
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附近の分裂組織内には之を見ない。而して皮屠紐織中に於ても粘菌の含まれて居る大細胞内には澱粉

粘を存せす、共闇に介在する小細胞中にのみ1殿粉粘を多く含んで居る。

　両粘菌休は沃度により黄禍色を韮する。

　（b）川旨　　　2由

S・clanエ∬ρアルコー・嚇液を以て染めて見る・脂湘木栓繕紛裂組織・維管束等に桶三せす。

皮厨の内部細胞に於て生息する粘菌の原形休中に多量に含まれてゐるが、全休として赤く蒲色するだ

けで冠高率に廓大するも佃々の脂油球を明覗するを得ない。

　（c）砂　糖

　Fel】ling氏溶液を用ひて鏡槍するに、還元糖の反感として生する酸化銅の微小なる褐色の複結晶

は、根瘤の皮暦組織巾、殊に粘菌を含まざる小細胞中に多く存在するを見る。而して多くは散在する

も往々可なり大なる集塊をなすものがあるからb之等の納胞申には相當多量の還ブ血糖が含まれし事を

知る。

　粘菌休は淡紫色を呈し休内の胆職が顯著となる。荷細胞中の澱粉粘は大に膨張せるを見る。

　（d）蛋　白　質

　前記のFehling氏溶液の反慮に於て粘菌体が淡紫色を呈することは其の物が蛋白質と同反鷹を現

す原形質から成立せるためである。

　Millon氏試藥を用ひて鏡槍するに、殆ど根瘤の全組織が褐色を帯びるが、特に粘菌休の凝圃原形

体及び螢養原形休は赤禍色を呈し明に蛋白質性反怨を示すに封し、黄褐原形休は素1護色に鍵り、根瘤

の皮贋部内皮及び中心柱の或細胞中に存在し極めて顯著である。之によつて費褐原形休は粘菌体の他

の部分と異り特殊の成分を有することを知る。術根瘤の外邊に嚢惚せる木栓贋も責禍原形休と殆ど外

槻上同檬なる黒鳶色を皇する。

　（e）アスパラギン

根瘤の切片に無水アルコールを注いで見るva・何等アスパラギン匡1府の菱形結晶をEtiじない。

9・根瘤中の酵素

　根瘤中には前節に見たぞ如く澱粉、1愉lh、蛋白質、砂糖等の物質を含んで居るから、之等に關係す

る醒素類の存在すべき事は當然推察されるが、今主なる酵素につき根瘤部と正常の根の皮及び本質郁

に於ける含有量の多少を比狡すれば…≠（の如くである。

　薩素液としては根瘤或は根の皮と木質部を離したものを夫々よく水洗し細切して乳鉢中にて鷹潰L

一定量の水を加へて濾過し充ものを用ひる。

　（イ）　アミラーゼ（澱粉分解酵素）　　　　tt

定量方法　0．5％馬鈴薯澱粉水1容液（加温濾過したるもの）10GC宛をとり、之に酵素液5　CG宛を加へ

たる後ルゴール氏液を満下して冑弦色を呈せしめ、此色が次第に湘えて無色に復する迄の時闇を計

り、その速度によつてアミラーゼの多少を比較する。

　實．験放績　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　根

　　　　　　　　根瘤　　　pt
　　　　　　　　　　　　皮　部　　　木質部

　　第一回　　　　5分　　　　10分　　　　56分

　　第二回　　　　4　　　　10　　　　48
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　　第三三回8　13　67
　　第四回　　　　7　　　　13　　　　65

　　準均　　7　　11．5　　59
　　　　備　考　第一一回第二回の室温140C

　　　　　　　　第三回第四回の室漁130c

　　　　　　　　標準匠は裾色を了る迄2時間を要する。

　如斯根瘤中には最も多量のアミラーゼあり根の皮部之に次ぎ典の木質部には極めて少量なることを

知る。

　（ロ）　リパーゼGj旨油分解酵素）

購坊法塞天2．5オリーブ油1．0フ・zノールフタレン1％液L喘’性暫達1／・・規定液0・5水100・0の割合

に浬ぜた溶液の一建蚤をとり試験管内に園化せしめ、その上に酵素液5cc宛を注加し、室盗（十一月中

句）に二日聞放置し淡燈色に瀞色せる圃化物の裾色程度を比較してリパーゼの多少を判矩する。

　實験域績

　　　　　　　　騨管　根鼎　f，一一．＿＿根

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮　部　　　木質部

　　第一回　　　　　5　　　　　3　　　　2’　　　　2

　　第二：二Fl・1ξ～　322・5
　　第三回　　　　　5　　　　　4　　　　2　　　　1・5

　　畢均　　5。0　　3．3　　2．0　　2．0
　　　　備　考　標準管の色の程度を5と假定Lた。

　之にょればリパ・一ゼは根癖中に少く却つて根の皮及び木質に多きを見る。

　（ハ）　トリプシン（アルカリ液中蛋白質分獅酵素）

定量方法（A）　少最の藩色フヰブリンを試験曽3に入れ．之にO・1％曲達水103Gを加へ更に酵素液5CGを

注ぎ一週聞恒温器（3σC）申に放置し、酵素によりて酒化され溶液中に浸出し來たる色素を標準囁に比

較L共の濃淡の差によつて制定する。

　實駿成績　二回とも陽性の結果を示さないo

定量方法（B）　7grmの膠を100CGのチモール飽不【液rlIにカi温溶角挙せしめ之を試験管中に圃化させ其上

へ酵素液5ccを注加し一週閥憧温羅（15－17°C）中に放罎し液化する膠質層の高さを比鮫してトリプシ

ンの多少を判定する。

　實験域綾　何等陽性／）反憲なし。

定量方法（C）　7gr蝋の膠を100GCの水に加温溶解し試験管中に同化せしめ、之に前同檬酵素液を加へ

て恒温器中に一週間放置しH蓼質贋液化の商さを測矩し比較する。

　實験成績　膠質溶解せす陽性の結果を得られす。

　（二）　ペプシン（酸性液中i蛋白質分解断孝素）

定魔方法　カルミンにて着色せるフヰブリンに0・2％の稀櫨酸を加へて膨鵬せしめ之を勢刀にて略同

形同大に切分け、0．2％の櫨酸を含有する附素液10ccを盛れる試験管中に投じ1三L旧闇力女置したる後上

澄液の着色程度を標嘱隻匿と比i鮫して判定する。

　實験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根
　　　　　　　　標　準　　　根　瘤　　　　Pt　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮　部　　　木質謝～

　　　　　　　　　一一・一・　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　一
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EIIち根瘤及び根の皮部に於てペプシンの存在することを認む。

　（ホ）　チロシナーゼ

定勒法チ゜シ・°・°59rmを…4％の撒・一欺1…cに鰯したるものを5碗試瀦・紛ちと
りζに5u噸篠灘加噸に・5・・をカ・・へ・4嘲面騰・i・轍凱、更ld・％の硫酸・・cをカ、、へたる後

1槻髄マ・ガ職鯉泌・鏑定し・その灘の妙に坤鮪曝量を比較する．，
　實験成績

　　　　　　　　根瘤　　　　　イL
　　　　　　　　　　　　　　　皮　部　　　　　木質部

　　第一回　　　　15滴　　　　　15滴　　　　　1滴
　　採∫こ：．ll’i」　　　　　 14　　　　　　　　14，　　　　　　　　1．5

　　第三回　　　　13　　　　　　14　　　　　　1

　　第四回　　　　　14　　　　　　　14　　　　　　　1

　　李均　　14　　 聡　　 1．ユ

　　　　備　考　恒温器の澁度は第一回第二回3」°G、第三回第四回は28つG、

上表の姐チ・シナーぜは根瘤と根の蹄肺にr畷に栩巳し根の木質部には極めて小量である。

　（へ）魍酸化酵素

越方法麟液13GCに1％の7・・一・しフタレン1c噸ilへ2塒髄温・P罐き・／，。齪鞭・一ダ液

1GCを注ぎ、赤色反感の濃淡により含有酵素量を制定する。

　實瞼放績　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　根瘤　　　　　イL
　　　　　　　　　　　　　　　皮　部　　　　　木質L部

　　第一回　　＋＋＋＋　　　＋＋＋＋　　　　＋

　　第二回　　十十十十　　　十十十十　　　・十

　　第三回　　＋＋＋＋　　　＋十十十　　　　9

　　第四回　　十十＋＋　　　＋＋十＋　　　　？

　　　　備　考　第一回第二回窒温13°c

　　　　　　　　第三回第四回窒温12°c

自防過酸化螺は根撒碗モの瑚1に鋪纐三し根の横晋βには極めて蝿晦る。

　因みに根瘤の徒乎切片をとリグワヤコールと過酸化水素とを満下して鏡検するに、各組織に多少の

反怨を現すが特に粘菌体は一様に淡褐色となり遡酸化欝素の存在を示す。

　（ト）　カタラーヒ

趨方法5eGノ）酵素灘］％の遡i交化・k勲20CGを加へて翻・卜・に24酬倣置し、後10飾流酸・・、Cを

；IJIIへて酸性となし・更に30cc曝溜水翻へて構し燃る後／1槻趨マンガン酸憾瀧力、へて

淡き紅色を皐する迄滴定し、その滴数によ’ 閧ﾄ酵素量を比較する。

實験域績

　　　　　　　　標準　　　根瘤　　　　　　イー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮　部　　　　　木質部

　　第一回　111・8滴　118．0滴　ユ17，鏑　　116．0滴
　第二回　　　　120．5　　　　　　121．3　　　　　　121．2　　　　　　1’20．9

　ヱF　　均　　　　　｝16．1　　　　　　　119，6　　　　　　　119。1　　　　　　　118．4
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　　　備　考　第一回窒温12℃・鋭ぎ1二回室温L欠調　　　　．、

斯の姐大盛燃もイ垂囎灘根破部に蝿・刻垂更の木賄に更に蝿ヵタラー　”tの擁観る・

　　　亘0．根瘤の含蜜量

　　塞鮒の遊寓縢素を蹴する脚，鵬てる籟轍物の根紳には常に頻の窒素分を鮪すること

は既に縦敵翻せら身・、共他の棚勿鍬麟qま菌側My・・rrlii・のに方奪ても鮪窒蝉の攣

なることから遊離撚同化加あることを擬されて居る詑l」ち之・fi・OD根瘤は微生物の粧働「as1

七i，m）によつて出來たものでは51・，9・　〈・．共生（Symbi・・i・・）をなすもので囎の粧伽一敵於て寄

主植伽巌水化物の如醸分を仰ぎ、他醜於て醐ら遊寓膣素を撒して之胴化し繊雫醐こ

供給するもので、鵬共存共榮の麟であると鱒さ鵬・從衡の女・劇贈そ姓物睡く鰭なる

　のみならす、虫Pつて糖生上頗る偉効あるものと諏はねばならぬ。

　　而し嚥科棺物の如き醸磯育臓騨顔のもので・之棚鰯τば完醜る脹撚げ得ない
もの副められて脳が、グ・の傷舘方きて之が必須のものであるか何うか蹴て予等麻艘騨

纈を得舳が、（姓蘇つき噸験中）㈱磯験材料に鵬か・グ・の大木蝋躰の淋
に悉く根継有し而も樋の鵬をなL、何舗害と認むべ酬鯉ひから矢卿共生睨倣すが

　至當の」謙に二思はれるo

’叉根瘤の紅織を見るも、粘菌を含める細胞が特に互大となり共榎は酒滅すること無きのみか却つて

　異常なる磯達をなすこと恰も豊科植物の根癌と酷似してゐる。

　　deグ、の榔軸に含まる膣繭は他の部分砒較して著し禮富であつて・蝿櫨舗嫉他

　の遊離窒i素を固定する作用をもつ根瘤の場含と全く同様である。

　　今Gmmh壌氏法により予等が定蚤したる域績を示せぱ次の通りである。

　　乾物100分中の窒素量

　　　　　　　　　根瘤　　　＿＿＿墾
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮　　嘗ll　　　　　オく質寳K

　　　第一回　　　　5，87％　　　2・22％　　　　　1・75

　　　第二回　　5。67　　2・W3　　0・57

　　　午均　 5．77　 2．58　　 1・16

　　　　　備考1、第一回に用畝材料は夏グミ三年苗

　　　　　　　　　　　第二回の分は夏グミの大木
　　　　　　　　　2，水分繭∫一叩に測定した所、根綜90・32％・根の皮〒キBに87・36％・

　　　　　　　　　　　、木質部に87。OO％であつた。

　　斯の如く椥榊の窒素含有：融根の繭域は木質細τ上ヒして難多くなつてゐる・

　　11．要　　　約

　（a）グミ（特にナツグミ）の根には大小の根瘤が些i三する。その蹴大なるものは拳大に達する。

　（b）根瘤の組織中、將に皮麿部の細胞中には一種の粘菌が存在する。親i菌休の一部は細胞間隙にも

蔓延してゐる。

　（の粘菌を含める皮暦の細胞は玉吠となり核も膨大し墾形して多形を呈する。

④粘酬、は嬢献、獲により郊瞬勺に性1随異にし・凡そ螢灘瑚・・黄棚｛形｛轍纈隔〔
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形休の三種に磁別される。

　（o）胞子は凝圃原形休から造られ大休球形の四分子型をなす。

　（f）粘菌の郷1聯鯛・には轍峨形徹麗離せる染鱗槻られる。
（9）そ構の灘胞脅犠す樋商な畷て膿艦を癖ものの如く、・ナ7・・…）・．ヂ。キ腔

ゼ等の諸相を現すo

（h）酬聯休に於1ケ磁曝色撒はユ2のものと・のものとあり．後湘瀦の噸頒によつ
て生じたものと認められる。

（｛）胞子の燃る時は胞鰯1・胞の絶体髄接頒を就て1・扮子・頒さ幅。

（・）胞子は蟹貫に酬して糸ナ伏嬢潴を儲畝雛ア・一・・1伏・なるも齪髄欠く。

叉1撫錨繍繍鱗欝乃細8㈱一PH・－P購も有効であ・・

　（i）グミの根瘤稲菌の世代交番は次の如きものと認める。

　　典・騨代…・一∴駒・体　　染難．D、，1。、d

脚代一…
?ｱ警ジiil：ヨ恥b・・

（m）本齢四分rv・”・r一を齢る1，：，！i　eこ於てPlasmocli・pb・・囑と毒鋤m・も・・my。囑噺入さるべき

もので一鞭と認め［1］・t・amyxa　Ela・ag・i・N’・Y・・ld…ffp．・Q・．と儲する。

（n）根肋搬鏡化靹撚によれば翻・脂油・翫螂蛋白鱗の構多轍侃する観る。
（°）根榊の螺としてはア・ラーゼ・が特・獺であり・ペプ・・、チ・シナーゼ繭酸化繊

ヵタラ魂等は根破翻顯胴檬で・…曜は却つ噛く・・リブ・ン賭狛三棚である。
（P）根榊鰹素舗雌物…分・博均5・77・・上り根破部の2，，・58木賄φ・．・6砒較L・t大差

あるを見る。

（q）グミの縮は種鴫に於て萱肺伽嫌融し囎り・灘脚・姓によりて獅・ゆ遊
寓膣素を齪する能力あるもの雄察される・　　（昭和6年瑚22暖理）
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圖版の説明

第一圃版

A．ナツグミの三年生綱磯の根に蒲生せる小囎。

　B．ナツグミの大木の根に蒲生せる大根瘤塊o

C．根瘤の組織（染色標本）
　　　畑1齢。撒，な・て存，rEis－・・粘菌・原形体・右下桝IIか・糾包・瀟の鍵占・於けるタ裂漁σ

　　　あるo

D．麟の組細1・に存在する四分閥堕胞9－・（約一千倍）　　　　　　　　i

第二圃版
　A。根瘤の周邊に位する木栓形成1醗中に侵入せる粘薗体の一部。

　　キ、大小の空胞を含める黄褐原形体Q

　　エ、無色の醤養原形体。

　Iis．根瘤の劇齢職の一部。

　　キ、細胞の内壁に嚇せ搬禍原形体。

　　カ、互大翻胞中に存在する1菊竈閲原形体o

　c．根瘤の皮暦組織の一部に胞子を生じたるもの。

　　へ無色の鞭原形体、細醐隙（ス）にも存在する。

　D・　同　上o

　　　キ、細胞中に殆ど充満せる黄褐原形体o

　　　エ、波紋舩を現せる無色の瞥饗原形体。

　　　ホ、細胞の内壁に並列せる胞子o

　葺．凝固原形体の一部。（約1000倍）　一幾数の染色体を含夢る威形核及び核外染色体を見る。．

　F，凝画原形体中に染色体を含めるものo繭の右下方には胞子ありo

　G，胞子の遊離せるものo
H．胞子騨胞から四分子型∬好酬來るところ。黒1鵬イ県臨Y字形ド檸憐の染色f檀注意せよ。
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